
6月5日（月）　第72回全日本大学野球選手権大会１回戦
【試合結果】

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

OMU 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

IPU 1 0 0 2 0 0 0 3 X 6

【打者成績】 【打者成績】
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1 中 米麦 4 3 2 0 1 一 山本 4 5 0 0

2 右 北野 4 4 0 0 一 池尻 4 - - -

3 二 大西優 4 2 0 0 2 左 坂東 2 2 0 0

4 左 眞銅 4 4 2 0 左 井上 4 - - -

5 一 中西 4 4 2 0 3 遊 吉田 2 3 1 0

6 捕 髙内 4 4 2 0 4 三 楠本 3 3 1 0

7 指 中村 3 4 1 1 三 時川 1 - -

8 遊 疋田 2 2 0 0 5 中 猿渡 4 3 2 2

打 早乙女 4 1 0 0 6 右 佐藤 1 3 1 0

9 三 楠橋 4 1 0 0 打右 木村 2 1 1 0

打 樋口 2 1 0 0 7 指 市原 4 3 0 0

投 正中 4 - - - 打 岡野 1 1 1 0

青野 4 - - - 8 二 角戸 3 4 1 1

三振 四死球 犠打・犠飛 併殺打 盗塁 打数 安打数 打点 9 捕 田中 1 1 0 0

3 5 1 4 0 30 9 1 打 伊藤 3 1 0 1

捕 内之倉 4 2 1 2

投 中島大 4 - - -

白水 3 - - -

辰巳 4 - - -

徳山 3 - - -

三振 四死球 犠打・犠飛 併殺打 盗塁 打数 安打数 打点

3 4 1 1 1 32 9 6
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【投手成績】 【投手成績】
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中島大 4 58 16 16 7 0 0 1 1 正中 7 1/3 128 31 26 6 3 4 4 2

白水 3 2/3 32 15 9 1 2 5 0 0 青野 2/3 20 5 5 3 0 0 2 2

辰巳 1/3 54 2 2 1 0 0 0 0 合計 8 148 36 31 9 3 4 6 4

徳山 1 3 3 3 0 1 0 0 0

合計 9 147 36 30 9 3 5 1 1

【戦評】

初めての全日本の舞台で大阪公立大学の名前を記憶に残すべくチーム一丸となって戦いました。

１回表、初回から得点をあげたい大公大打線は先頭の米麦が安打で出塁するもその後が続かず得点には及びません。その裏、先発の正中は先頭

を打ち取るもその後に四球、安打を許し一点先制されます。しかし続く２回の攻撃では眞銅がセンター方向への安打で出塁すると、髙内も安打

で続きます。一死一二塁としたこの場面で迎えたバッターは中村。レフト線へ放った鋭い打球によって二塁ランナーが生還。１点を追加してす

ぐに追いつき、試合を振り出しに戻ります。

打線の援護を受けた正中は先頭を打ち取るも、続く打者に安打を浴び、走者を許します。しかし捕手髙内の強肩で盗塁を阻止し二死無塁とする

と、そのままの勢いで続くバッターも打ち取りこの回を３人で抑えます。

３回表、一死無塁から米麦が放った打球はレフトを超えて二塁打となり、チャンスを作ります。しかしその後が続かず得点にはつながりません。

４回裏、正中は四球によってランナーを許すと、続く打者に安打を浴びて無死一二塁。さらに味方の失策も絡み、２点を失います。５から７回

には安打、四球を許す場面はあるも終始落ち着いたピッチング。それぞれのイニングを無失点で抑えます。

５回表、代わった２番手のピッチャーから３つの四球を奪うと、二死満塁のチャンス。しかし後続が打ち取られここでも無得点に終わります。

８回もマウンドに上がった正中は、先頭打者をフライに打ち取りますが、続く打者に本塁打を浴び１点を失います。ここで正中はマウンドを降

ります。続いて登板したのは青野。相手打線に連打を浴びるとさらに２点を失います。

９回表、なんとしても点数を重ねたい大公大打線ですが、この回から登板した相手の左腕投手に手が出ません。ランナーを進めることができず

に試合終了。１ー６で敗戦いたしました。


